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最新情報はこちらから南部町社会福祉協議会

多数のご参加とご協力
誠にありがとうございました。
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　新
年
の
ご
挨
拶
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祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
入
口
　
幹

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
素
は
社
会
福
祉
の
推
進
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
わ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　
さ
て
、
昨
年
開
催
い
た
し
ま
し
た
社
会
福
祉
推
進
大
会

に
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
当
日
は
小
・
中
学
生
の
５
、
６
級
ヘ
ル
パ

ー
認
定
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
発
表
を
行
い
、
多
く
の

方
が
感
動
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、
南
部

町
の
未
来
に
光
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
福
祉
体
験
学
習
を
継
続
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
南
部
町
で
は
、
地
域
住
民
の
複
雑
化
、
複
合
化
し
た
支

援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
令
和
７
年
度
か
ら
「
重

層
的
支
援
体
制
事
業
」
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り

社
協
で
は
、
多
様
な
相
談
支
援
や
参
加
支
援
等
を
担
い
、

特
に
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
重
視
し
、
集
落
、
地

域
に
お
け
る
共
助
の
基
盤
づ
く
り
へ
の
機
運
醸
成
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
４
名
前
後
の
社
協
職
員
が
各
集
落
の

「
支
え
愛
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
や
集
い
の
場
等
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
地
域
の
福
祉
に
係
る
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
第
１
期
の
「
南
部

町
地
域
福
祉
推
進
計
画
」
が
令
和
７
年
度
で
終
了
を
迎
え
、

８
年
度
よ
り
新
た
な
第
２
期
「
南
部
町
地
域
福
祉
推
進
計

画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。
引
き
続
き
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
諸
団
体
の
皆
様
方
と
連
携
・
協
働
に
よ
り

事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和７年度南部町社会福祉推進大会

記念講演

認定証代表授与

ボランティア体験発表

令和 7年度　ヘルパー認定者
　◇５級ヘルパー◇
　法勝寺中学校　　青砥　 芽愛　　青戸　 怜也　　影山 ひなた
　　　　　　　　　小森 あやめ　　高田　 美緒　　谷本　　 仁
　　　　　　　　　冨永　 創嗣　　豊田　 珠埜　　藤原 麻衣花
　　　　　　　　　松藤　 果南　　村上　 天菜　　森田　 羽奏
　　　　　　　　　安田　 未来
　南部中学校　　　赤井　 繋人　　赤井　 連次　　石垣　 統理
　　　　　　　　　岩田　 蒼央　　岩田　 実海　　岡田　 成美
　　　　　　　　　岡村　 杏珠　　奥田　 悠愛　　雑賀　 一夏
　　　　　　　　　柴田　 倫瑠　　福間　 美風　　三鴨 ななみ
　　　　　　　　　三鴨　 優莉　　三鴨　 柚奈　　吉村　 唯花

　◇６級ヘルパー◇
　西伯小学校　　　青戸　 結愛　　生田　 珠葵　　糸賀　 愛莉
　　　　　　　　　種　　 春輝　　細田　 柊司
　会見小学校　　　生田 郷乃介　　吉村　 莉空

ご協力ありがとう
ございました！

　11月15日（土）、富有まんてんホールにおいて「令和７年度南部町社会福祉推進大
会」が開催されました。当日は80名を超える方々にご参加いただきました。
　本大会では、長年にわたり南部町の社会福祉の発展に寄与された方々が顕彰されました。
また、夏休みボランティア体験を修了した町内小中学生への５級６級ヘルパー認定証交付
と体験発表が行われ、参加者が福祉のまちづくりへの理解をより深める機会となりました。

　今回の大会では、横断幕・演幕を「えんがーの富有」に集う「習字カフェ」、生け花を
ボランティア団体の「花一輪の会」の皆様に制作いただきました。
　温かみある手作りの装飾が皆様の心を和ませ、会場全体が温かい雰囲気になりました。
　改めまして皆様の温かいご協力に感謝申し上げます。

　記念講演では、「あそびの工房もくもく屋」事務局長でコミ
ュニケーションデザイナーの田川雅規様を講師にお迎えし、
「べらぼうに繋がるご縁噺～いまここでワタシにできること
～」と題したご講演をいただきました。
　講演では地域での助け合い・ボランティア・福祉を、身近で
楽しい視点で、参加者に“気づき”や前向きな気持ちにしていた
だけるようなお話でした。

令和７年度　夏休みボランティア体験事業
ヘルパー認定式・ボランティア体験発表

　南部町社会福祉推進大会では、ヘルパー認定式とボラン
ティア体験発表が行われました。今年度は中学生２８名が
５級ヘルパー、小学生７名が６級ヘルパーに認定されまし
た。中学生の代表授与者が南部町長より、小学生の代表授
与者が南部町社会福祉協議会会長より、それぞれ認定証が
授与されました。
　ボランティア体験発表では、小中学生の代表が活動を通
じて感じたことや学んだこと等を発表し、福祉への興味関
心が深まり、助け合いや思いやりの心を育むきっかけとな
りました。今後の活動の新たな担い手として、地域での活
躍を期待し、応援していきたいと思います。

小森　あやめ　さん

青戸　結愛　さん

松藤　果南　さん 森田　羽奏　さん 冨永　創嗣　さん

生田　珠葵　さん 吉村　莉空　さん 細田　柊司　さん
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●南部町社会福祉協議会長表彰●南部町社会福祉協議会長表彰

山田　安身
松野　和子
板　秀子

長谷川　忠実
下田　公江
岡田　洋子
瀬尾　知子

南部町赤十字奉仕団
南部町赤十字奉仕団
南部町赤十字奉仕団
配食ｻｰﾋﾞｽ配達ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
配食ｻｰﾋﾞｽ配達ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
配食ｻｰﾋﾞｽ配達ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

地域福祉委員

氏名 所属
ボランティア福祉活動功労者

田邉　元史
田邊　千代美

南部町社会福祉協議会　理事
南部町社会福祉協議会　理事

氏名 所属
（敬省略）

（敬省略）

社会福祉施設・団体役員功労者

南部町長表彰
南部町社会福祉協議会長表彰　受賞者
南部町長表彰
南部町社会福祉協議会長表彰　受賞者

氏名 所属

足谷　由美子

赤井　睦子

堀田　直子

石塚　桂子

南部町赤十字奉仕団

会見地区更生保護女性会

会見地区更生保護女性会

会見地区更生保護女性会

●南部町長表彰●南部町長表彰
（敬省略）

　「南部町社会福祉推進大会」において、南部町の福祉に永年貢献され
た方の功績をたたえ、表彰式を執り行いました。南部町長表彰4名、南
部町社会福祉協議会長表彰9名の方が受賞されました。
　永年にわたり地域の福祉活動にご尽力いただいておりますこと、心よ
り感謝申し上げます。
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子ども服リユース 譲渡会レポート
赤い羽根共同募金助成事業

　令和７年１１月２９日（土）、キナルなんぶにて「子ども用品譲渡会」を開催しました。親子で
楽しめる“ｅスポーツ体験コーナー”や、“フードドライブカフェコーナー”を設け、多くの方に
ご来場いただきました。

譲渡会運営は社会福祉法人における公益
的な取り組みとして、祥和会、伯耆の国
にご協力いただき、赤十字奉仕団からは
託児ボランティアにご協力をいただきま
した。ありがとうございました。

開催にあたり、たくさんの服・用品の提供にご協力
いただきありがとうございました。次回の譲渡会は
春頃の開催を予定しています♪

八頭町・南部町　つながり合い・支え合いのまちづくり活動発表会
　少子高齢化、人口減少、地域コミュニティの縮小などにより、
今後さまざまな生活課題の発生が予想されています。こうし
た中、地域社会を支えていくための基盤組織として街づくり
委員会（八頭町）と地域振興協議会（南部町）が設置されてい
ます。お互いに学び合うことを目的に令和５年から交互視察
研修を行っています。今年度で2回目となる活動発表会は両町
会場をオンラインでつなぎ、多くの方々にご参加いただきまし
た。南部町からは天津地域振興協議会が活動発表され、代表
者ディスカッションでは各地域振興協議会から３名の方に登
壇していただき、八頭町側の3名と地域課題や次世代や集落
とつながる方法などについてそれぞれ意見を発表していただ
きました。このような話し合いを通じて登壇者だけでなく参
加者の方々にも同じように悩みを共有し、地域のために活動
している仲間がいることを感じる機会になったと思われます。
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あいのわ支え合い講座
令和7年度

　誰もが住み慣れた地域でいつまでも健康
に暮らすためには、日頃からの住民どうし
のつながりや支え合いが大切です。ボラン
ティア活動や地域でできる活動に参加して
いただける方を増やし、お互いに助け合え
る地域づくりのために理解と関心を深めて
いただくことを目的とし開催します。全講
習受講者には、南部町より独自の４級ヘル
パー認定証が授与されます。 ※令和６年度　支え合い講座の様子

【日時・講座内容】
《１日目》令和８年１月29日（木）介護の基礎を理解しよう
《２日目》令和８年２月５日（木）福祉制度・サービス・活動を知ろう
《３日目》令和８年２月12日（木）サービス利用者を理解しよう
《４日目》令和８年２月19日（木）ボランティア活動を理解しよう
《５日目》令和８年２月26日（木）eスポーツ・レクリエーションを体験しよう

申し込み：南部町社会福祉協議会に申込書をご提出ください。

赤い羽根共同募金

ありがとうございましたありがとうございました

～なんぶのまちを良くする仕組み～～なんぶのまちを良くする仕組み～

令和７年10月の募金運動開始から12月末までの期間、
たくさんのあたたかい募金をいただきました。

トリコロキューブの貸し出しを始めましたトリコロキューブの貸し出しを始めました

トリコロキューブ以外にも、地域のみなさんが使える貸し出し物品を多数ご用意しています。

　南部町社会福祉協議会では、新たなレクリエーション用具として「トリコロキューブ」の貸し
出しを開始しました。
　トリコロキューブは、カラフルなキューブを投げて的を狙う、子どもから高齢者まで一緒に楽
しめるゲームです。ルールも簡単で、屋内外どちらでも使用することができます。
　地域の集まりやいきいきサロン、子ども会など、幅広い場面で活用いただけます。貸出は無料
（要事前申込）です。
　お気軽にお問い合わせください。

受
講
者
募
集

貸し出し物品一覧は
こちらから��
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●ボランティア活動についての問い合わせ先 南部町ボランティアセンター　☎０８５９－６６－２９００

花一輪の会とは？

花一輪の会花一輪の会

社会福祉推進大会を彩った生け花にもご協力いただきました社会福祉推進大会を彩った生け花にもご協力いただきました

　私たち「花一輪の会」は、とっとり花回廊の開園と同時に発足し、現在まで途切れることなく活
動を続けています。会員が自宅から持参した花木を施設内の各トイレに生け、来場者の皆さまに気
持ちよくご利用いただけるよう、心和む空間づくりに努めています。
　花回廊内には20か所以上のトイレがあり、42名の会員が９班に分かれて、年間を通して３～５日
間隔で担当しています。活動中には、来場者の方々から「綺麗ですね」「大変ですね」とお声を掛
けていただくことも多く、花を自宅から持参していることを驚かれることも少なくありません。こ
うした温かな交流は、私たちにとって大きな励みとなっています。
　また、前に担当された班の生け方を拝見することで学びも多く、互いに刺激を受けながら活動の
質を高めています。生け終えた後には班ごとの小さなお茶会を開き、和やかな雰囲気の中で情報交
換やおしゃべりを楽しむひとときも、活動の魅力の一つです。
　「楽しく」「無理なく」続けること̶̶これこそが私たちの活動の秘訣だと感じています。興味
をお持ちの方は、どうぞお気軽にお声がけください。一緒に楽しい時間を過ごしましょう。
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　沢
庵
漬
け

　初
冬
に
な
る
と
、
大
根
を
糠
床
で
漬
け
た
「
沢
庵

漬
け
」
を
、
毎
年
夫
婦
で
漬
け
て
い
ま
す
。
沢
庵
も

家
々
で
味
や
風
味
が
違
い
ま
す
。
我
家
で
は
そ
の
味

が
一
度
途
絶
え
か
け
た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
母
が
頭

の
ケ
ガ
で
記
憶
が
な
く
な
り
、
誰
も
作
り
方
を
知
り

ま
せ
ん
。
長
年
食
べ
慣
れ
た
沢
庵
の
味
は
、
市
販
の

も
の
で
は
納
得
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
知
人
か
ら
漬

け
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
家
族
の
記
憶
も
併
せ
て
再

現
を
試
み
ま
し
た
。
試
行
錯
誤
で
や
っ
と
家
族
が
満

足
す
る
「
沢
庵
」
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
毎

年
思
い
出
し
ま
す
。

　ち
な
み
に
我
が
家
の
沢
庵
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。
干

し
た
大
根
に
糠
と
塩
、
塩
っ
ぺ
、
か
つ
お
の
粉
、
そ

れ
に
干
し
た
渋
柿
の
皮
を
混
ぜ
入
れ
ま
す
。
手
製
の

重
し
を
し
て
水
分
が
上
が
っ
て
か
ら
食
べ
始
め
ま
す
。

美
味
し
く
て
飽
き
が
こ
な
い
の
が
家
の
漬
物
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
我
家
で
は
、
手
巻
き
寿
司
の
具
に

は
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
で
す
。
皆
さ
ん
の
家
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
H
・
Y
〉

編
集
後
記

編
集
後
記
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岡田　俊枝 高姫 金一封

寄付者名 集落名 金　額

見 舞 い 返 し

故人名寄付者名 集落名 金額（円） 故人名寄付者名 集落名 金額（円）

野口　美佐子

都田　聖悟

坂田　文雄

遠藤　厚美

畑　篤己

橘　慎一

山野　千草

藤谷　克枝

岩尾　千春

小澤　知洋

松本　清栄

上阿賀

戸構

谷川

赤谷

今長

落合上

能竹

武信

東西町2区

柏尾

北方

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

50,000

金一封

今長

円山

寺内

天萬3番組

田住

東西町2区

谷川

森山　綾子

中上　大介

稲田　喜美子

清川　速水

永江　正和

五丁　榮

佐伯　玉美

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

金一封

香　典　返　し （敬称は省略させていただきました。）

◎ご寄付の際に、広報紙への掲載を同意された方のみ載せています。
◎寄付金額等の記載につきましては、寄付者ご本人の意思によるも
　のです。

森山　敏

中上　典子

稲田　豊

清川　成広

永江　芳惠

五丁　敏枝

佐伯　一孝

秦　豊

都田　利春

坂田　美智子

遠藤　文枝

畑　順一

橘　孝

山野　孝子

倉光　丁子

岩尾　勝幸

小澤　重治

松本　清美

　頂戴しました寄付金は、地域福祉委員の活動費・いきいきサロン活動助成金・福祉バス運営経費・配食サービス
事業などの福祉活動の財源として活用させていただいています。

（令和７年９月１日から令和７年11月30日受付まで）


